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平成２３年第７回大分市教育委員会会議録

教育総務課主査康彦

寿憲

足立秀雄

７．議題

（１）議案審.議

(教議第３１号）大分市立南大分小学校給食調理場厨房備品の購

入について

(教報議第１４号）大分市公民館運営審議会委員の委嘱について

(教議第３２号）大分市公民館運営審議会委員の委嘱及び任命に

ついて
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（教報議第１５号）大分市体育指導委員の委嘱について

（２）報告事項

①第９回大分市立小中学校適正配置計画検討委員会について

②大分市幼児教育振興計画について

③大分市立南大分小学校校舎等増改築工事外工事２件について

④平成２３年第２回市議会定例会における一般議案について

⑤平成２３年度６月補正予算について

⑥平成２２年度補正予算（平成２３年３月３１日付市長専決）

について

⑦平成２３年第２回市議会定例会における質問・答弁事項につ

いて

８．会議の概要

委員長ただいまより、平成２３年第７回大分市教育委員会を開会いた

します。（午後３時４０分開会）

委員長会議に先立ち署名委員を４番委員、５番委員にお願いします。

それでは、議案審議に入ります鴫。

教議第３１号「大分市立南大分小学校給食調理場厨房備品の購

入について」を議題といたします。

事務局の説明を求めます。

スポーツ。教議第３１号「大分市立南大分小学校給食調理場厨房備品

健康教育課長の購入について」につきましては、平成２４年度に完成予定

の大分市立南大分小学校給食調理場厨房にて必要となる機器等を

フ 購入しようとするものでございます。

今回購入する物品について、若干ご説明申し上げます。

検収室及び下処理室では、パススルー冷蔵庫や、使用した調理

器具の消毒保管庫がございます．

調理室では、焼き物や蒸し物等を調理するスチームコンベクシ

ョンオープンや食材の温度を下げる真空冷却機がございます。
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しようこう

洗浄室では、給食後の食器を洗う洗浄機や昇降消毒保管庫、食

缶消毒保管庫がございます。

また、その他物品といたしましては、牛乳冷蔵庫などがござい

ます。

購入金額は、３，０４５万円、購入先は、大分市下郡北３丁目

１３番３２号、株式会社中西製作所大分営業所所長安武

．慎一でございます。

以上のことにつきまして、本委員会でご決定をいただき、ご決

定の上は、８月に開催されます第２回市議会臨時会での審議・決

定を経て、速やかに購入を行おうとするものでございます。

以上でございます。

委員長ご質問などありませんか。

委員南大分小学校は、西部共同調理場には入らないのですか。

スポーツ。基本的には、小学校は単独調理場ということになっており

健康教育課長ます。中学校が共同調理場となっております。

委員将来的には、小学校も共同調理場にするということはないので

すか。

スポーツ。今のところ小学校は単独調理場でするということが基本

健康教育課長となっております。

委員長他にご質問などございませんか。

全委員（なしとの声）

委員長それでは採決いたします。教議第３１号は原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。

全委員（異議なしとの声）

委員長ご異議なしと認め、本案は原案のとおり決定されました。

委員長それでは次に、教報議第１４号Ｔ大分市公民館運営審議会委員

の委嘱について」を議題といたしますが、教議第３２号「大分市

公民館運営審議会委員の委嘱及び任命について」と関連がありま
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すので、審議を一括して行いたいと思いますが、皆さんよろしい

でしょうか。

全委員（了承）

委員長それでは、事務局の説明を求めます。

次長兼教報議第１４号「大分市公民館運営審議会委員の委嘱につ

生涯学習課長いて」及び教議第３２号「大分市公民館運営審議会委員の委

委員長

委員

嘱及び任命について」は、関連がありますので一括してご説明申

し上げます。

始めに、教報議第１４号「大分市公民館運営審議会委員の委嘱

について」ご説明申し上げます。

本件は、鶴崎地区公民館運営審議会委員の内、地区ＰＴＡ協議

会の代表者に異動がありましたことから、後任の代表者を平成２

３年６月１７日付けで、本審議会の委員に委嘱いたしましたので、

報告し、ご承認をいただこうとするものでございます。

なお、今回委嘱しました委員の任期は、前任者の残任期間であ

ります今月末日までとなっております。

続きまして、‘教議第３２号「大分市公民館運営審議会委員の委

嘱及び任命について」ご説明申し上げます。

ただ今、教報議第１４号でご説明させていただきました委員も

含めまして、現在委嘱しております鶴崎、大南、植田、坂ノ市、

大在の各公民館運営審議会委員につきましてへ今月末日で、委員

の任期が満了いたします。これに伴い、平成２３年８月１日付け

で、新たな委員を委嘱いたしたく、ご決定をいただこうとするも

のでございます〆

なお、今回委嘱する委員の任期につきましては、平成２５年７

月３１日までの２年間でございます。

以上でございます。

ご質問などありませんか。

委員の人は、肩書きの人が選任されるのですか。
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次長兼団体に推薦を依頼しております。

生涯学習課長

委員彦長他にご質問などございませんか。

全委員（なしとの声）

委員長それでは採決いたします。教報議第１４号は原案のとおり承認

し、教議第３２号は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

全委員（異議なしとの声）

委員長ご異議なしと認め、両議案は原案のとおり承認及び決定されま

した。

委員長それでは次に、教報議第１５号「大分市体育指導委員の委嘱に

ついて」を議題といたします。

事務局の説明を求めます。

スポーツ｡教報議第１５号「大分市体育指導委員の委嘱について」ご

健康教育課長説明申し上げます。

本件は、現在委嘱しております明野校区の大分市体育指導委員

につきまして、委員の交代に伴い、後任の委員を平成２３年７月

１日付けで委嘱いたしましたので、報告し、ご承認をいただこう

とするものでございます。

なお、今回委嘱した委員の任期は、前委員の残任期間となって

おりまして、平成２５年３月３１日まででございます。

以上でございます。

委員長ご質問,などありませんか。

委員長計体育指導委員は、体育協会とは関係ないのですか。

スポーツ。スポーツ振興法の中で、体育指導委員を置けることになっ

健康教育課長ております。大分市では２０９名、各地区でスポーツ競技の

指導等を、主に体育協会の中で行っております。

委員長他にご質問などございませんか。

全委員（なしとの声）
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委員長それでは採決いたします。教報議第１５号は原案のとおり承認

することにご異議ありませんか。

全委員（異議なしとの声）

委員長ご異議なしと認め、本案は原案のとおり承認されました。

それでは次に、報告事項の説明を求めます。

教育企画課長報告事項１点目「第９回大分市小中学校適正配置計画検討

委員会について」ご報告申し上げます。

第９回の会議を７月２６日に開催いたしました。

会議の要旨は、現在作成中でございます。

会議では、「これまでの検討の経緯について」、「中間まとめに

係る意見交換会、意見募集について」などの検討を行いました．

「これまでの検討の経緯」につきましては、適正配置の必要性

などを再度確認し、第２回市議会定例会での代表質問・一般質問

の答弁要旨をもとに、教育委員会の姿勢等につきましてもご報告

いたしました。

次に、「中間まとめに係る意見交換会」につきましては、６月

１３日から２１日の間に、各６中学校区の会場で実施いたしまし

た意見交換会の報告をまとめたものでございます。

意見交換会では、６会場で延べ（約６２４）人の参加をいただ

き、統合案に反対するご意見が多くだされたところでありますｄ

一方、一部意見ではありますが、子どもにとってより良い教育

環境とはどういうものかという観点で論議すべきという意見や、

市長の市民協働のまちづくりとの整合性、市政全体で地域のこと

を一緒に考えてほしいというような意見もいただいたところでご

ざいます。

次に、意見募集ですが、６月１３日から７月１２日までの１ヶ

月間実施し、応募総数１８８通、意見総数は２２９件でございま

した。

応募総数１８８通のうち、名前や住所等がないなどの無効意見
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委員長

教育部長

が５７通ございましたが、検討委員会にはすぺての意見を報告い

たしました。

意見募集につきましても、対象校区からの意見が多く、統廃合

に反対するご意見が多くだされたところであります。

一方、適正配置に対する賛成の意見も見られ、「たとえ統合さ

れることがあったとしてもそれが子どもの負担にならず、心地良

い環境であるのなら、私は問題ないと思っています。毎日楽しそ

うに通う子どもを見ることが一番だと思います。」という意見や、

「小学校の環境を変えて、小中連携９年間で、学力・体力・人間

力の３力を養うチャンスだと思う。保護者は、統合後の教育指針

をはっきり示せば理解してもらえるのではないか。」などの意見

もいただいております。

その後、「報告書の作成に向けて」委員からご意見をいただき

ましたが、「市の教育のビジョンをしっかり示すべきではないか」、

「今まで統廃合は負のイメージであったが、新しい学校を創ると

いうプラスのイメージで学校づくりをする必要があるのではない

か」、「学校は地域の核でもあるので、地域の活性化をどうするの

かという視点も必要ではないか」などのご意見をいただいたとこ

ろでございます。

次回第１０回検討委員会は、８月２３日に開催する予定であり、

主な内容は、６中学校区の具体的な方策、検討委員会がまとめる

報告書案を検討する予定でございます。

以上でございます。

ご質問などありませんか。

意見交換会で、どこに行っても言われた意見というのは、一つ

は、小規模校には小規模校の良さがあるということ。もちろん、

人数が少ないので、きめ細やかな教育ができるというメリットは

ありますが、デメリットとして、より多くの人と触れ合ったり、

切瑳琢磨しにくい、集団教育が出来にくい。
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委員．

教育部長

委員

教育部長

委員長

教育部長

小規模校が標準規模校になった時に、メリットは継承されて、

デメリットは解消されるということを、今からわかりやすく説明

していかなければならないと考えております。

もう一つは、地域の核となっている自治委員さんから、学校は

地域文化の拠点で、市民協働でがんばっている拠点を壊すのかと

いうこと。ただｗあくまでも学校は教育の場であり、教育がどう

あるべきかという観点で適正配置は検討する必要があると考えて

おります。廃校後に、拠点はどうあるべきかを検討すれば、整理

できるのかなと思います。

保護者の方が多いですか。それとも自治会の人が多いですか。

多くは自治会の、市民協働の中核で頑張っていただいてる方で

す。

大分市の人口は､．まだ増えていますが、児童数は２万人くらい

減ってきている。今後、人口が減少し、その中で少子化が進めば、

２０～３０年後にはかなり児童数が減ってくる。そういうことを

前提に議論をしていかないといけない。

難しいのは、神崎小学校や上戸次小学校の特認校については、

子どもが生き生きとしてきたという意見が制度を利用している保

護者から出てきていることと、今年の１月に市街化調整区域の規

制緩和を行っているので、その部分との整合性を図る上で、３つ

の中学校区については、少し期間を空けなければいけないのかな

と考えております。

計画によると、最大どのくらいの学校がなくなりますか。

６中学校区で、最大８校です。

方向性は、はっきりしているのですよね。

はい。先日行った意見交換会では、検討委員会でまとめた中間

報告に対してのご意見をいただきに行きました。そこでいただい

たご意見については、反映できる部分については、変更して最終

報告に持っていきたいと考えております。
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委員

委員長

教育部長

委員

教育部長

委員長

教育部長

委員長

教育部長

委員長

この検討委員会の意見を受けて、教育委員会が基本計画を作成

し、新たに作る地域の協議会と細かい話をして、実施計画を作成

するという段階を踏んで行う計画です。

協議会は、保護者、地域代表、学校関係者の方々にお願いした

いと考えております。

６中学校区に対して、いくつかの案を示していますので、その

点について考えていただくということです。

私たちがすることは、検討委員会からの報告に対して、意見を

言うことですか。

′教育委員会が意見を聴くために作っているのが、検討委員会で

す。その報告を、そのまま基本計画とするのか、教育委員会が主

体性を持って修正を加えるのかは、教育委員会の裁量となってお

ります。

地元との話合いには、検討委員会の委員さんは、出席されない

のでしよ。

多いところでは５名、少なくても２名以上の複数名は出席して

おります。

はずされない観点というのは、あるのですか。

予算的には、建替えが関係してきます。

先を見越して、最初は学校として使うけれども、２０年後には

違う使い方をするということも出来るわけですね。

もちろん、そういった方法もありますが、防災機能をもたせた

モデル校みたいな形も考えております。

また、予算的な部分でいいますと、人件費が一番お金がかかる

のですが、教職員の人件費は県が負担しておりますので、そこま

で財政的なメリットはございません。やはり教育的な観点から考

えていくべきだと思います。

東日本大震災などを考えると、子どもの逢しさが必要だなと感

じました。そのためには、少人数の学校ではなく、切瑳琢磨して
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いける環境が必要だと思います。

また、学習会をしていただければ思います。

教育企画課長わかりました。

委員長他にご質問はございませんか。

全委員（なしとの声）

委員長それでは、次の報告事項の説明を求めます。

教育企画課長報告事項２点目「大分市幼児教育振興計画について」ご報

告申し上げます。

初めは、「大分市幼児教育振興計画」で定めております、

統廃合の基準と、今年度の統廃合対象園でございます。

次は、大分市内の幼稚園及び認可保育所の一覧表でございます。

その次ですが、市立幼稚園の園舎の状況でございます。

続いては、大分市の３歳から５歳の幼児数と園児数の推移でご

ざいます。最後に、市立幼稚園の５歳児園児数及び学級数の一覧

でございます。

なお、大分市幼児教育振興計画の冊子を併せて配布させていた

だいております。

この計画は、本市教育委員会において平成２１年８月に策定し

たものでございまして、多年制保育や幼稚園と保育所の一元化、

保育料の保護者負担の軽減等、幼稚園の振興について謡っており

ます。

また、市立幼稚園の統廃合の必要性や適正配置の基本的な考え

方等について定めているところでもございます．

統廃合の基準につきましては、「２年連続単学級となり、再度

単学級となった園」「１中学校区内に市立幼稚園が複数ある場合、

その一部」を統廃合の対象園とするとしております。

また、１０年間に１０園程度の統廃合を段階的に進めることと

しております。

次の資料は、上段が、統廃合の基準を示したものです。２年連
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続して単学級となり、再度単学級となった場合に

ついて、図で表してございます。

下段は、計画策定年度である平成２１年度を起点として、単学

級が３年連続したことにより、今年度対象園となっている園でご

ざいまして、具体的には、「森岡幼稚園」「三佐幼稚園」「戸次幼

稚園」「植田幼稚園」「敷戸幼稚園」「丹生幼稚園」の６園でござ

います。

なお、統廃合対象園の中から、統廃合を実施する「予定園」を

選定するわけでありますが、この計画の中では、予定園を選定す

る際には、地区のバランス、地域の実情、就園割合、園舎の状況

等を勘案し、総合的に判断するとしております。

教育委員会事務局におきましては、この計画に基づき６園の中

から、検討いたしました結果、「森岡幼稚園」「三佐幼稚園」「丹

生幼稚園」の３園につきまして、今後、地元の方々との協議を行

い、ご理解とご協力をいただきながら、取組を進めてまいりたい

と考えております。

地元との協議が整いましたら、本年９月の市議会定例会におき

まして、廃園に係る幼稚園条例の改正案上程を目指してまいりた

いと考えております。

なお、対象園のうち、「戸次幼稚園」「植田幼稚園」「敷戸幼稚

園」の３園につきましては、それぞれ、次の理由により、予定園

とはいたしませんでした。．

まず、戸次幼稚園につきましては、園児数が、平成２３年度は

１９名ですが、過去５年度平均では３４名であることなどを考慮

いたしました。

次に、植田幼稚園につきましては、園児数が、平成２３年度は

２２名ですが、過去５年度平均では２８名であること。今後、団

地開発等により、校区内幼児数の増加が見込まれることなどを考

慮いたしました。
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次に、敷戸幼稚園につきましては、園児数が、平成２３年度は

２５名ですが、過去５年度平均では３０名であること。敷戸南保

育所に隣接し、幼保連携の取組を行っていることなどを考慮いた

しました。

以上でございます。

委員長ご質問などありませんか。

委員長周辺割合を％･で表していますが、丹生は高くなっていますよね。

また三佐は低くなっていますが、なぜでしょうか。

教育企画課長明確な原因の把握は難しいのですが、丹生につきましては、

もともと地区の子どもは、幼稚園に通う率が高かったようです。

しかしながら、地区に住んでいる子どもの人数が少ない状況です。

三佐につきましては、保育所がリニューアルされたので、そちら

に行っているのではないかということです。

委員長他にご質問はございませんか。

全委員（なしとの声）

委員長それでは、次の報告事項の説明を求めます．

次長兼報告事項３点目「大分市立南大分小学校校舎等増改築工事

学校施設課長外工事２件について」ご報告申し上げます。

先般、平成２４年１１月３０日完成予定の大分市立南大分小学

校校舎等増改築工事、大分市立南大分小学校校舎等増改築電気設

備工事、及び平成２４年３月１５日完成予定の大分市立荷揚町小

学校屋内運動場増改築工事の入札が行われ、南大分小学校の増改

築工事につきましては、梅林・竹内・堤特定建設工事共同企業体、

電気設備工事につきましては、土谷・冨国特定建設工事共同企業

体、荷揚町小学校屋内運動場増改築工事につきましては、利根・

朝来野特定建設工事共同企業体が落札をしましたので、仮契約を

締結したところでございます。

今後は、８月に開催されます第２回市議会臨時会での審議・決

定を経て、速やかに工事を行おうとするものでございます。担当
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課は、市長部局の契約監理課となっております。

以上でございます。

委員長ご質問などありませんか。

委員荷揚町小学校は、統廃合の対象になっているのに、２億もかけ

て工事をするのですか。

次長兼児童・生徒はもちろんですが、体育館というのは、地域住

学校施設課長民にとって防災機能も果たしております。また、将来的にも、

社会体育施設として活用できるため、建設することにしておりま

す。

委員例えば、荷揚町小学校が他の小学校に統廃合された場合でも、

体育館は残るということですか。

次長兼｛まい。

学校施設課長

委員体育館としての機能はもちろん残りますが、それ以外の、例え

ば公民館とかの機能も併せ持つ建物にしていきます。

岐阜市では、学校の中に公民館がありましたが、そのような形

が大事なのだと文科省も言っております。

委員長他にご質問はございませんか。

全委員（なしとの声）

委員長それでは、次の報告事項の説明を求めます。

次長兼これ以降４点につきましては、先月から今月にかけて開催

教育総務課長されました第２回市議会定例会に関する事項について、ご報

告申し上げます。

まず、報告事項４点目「平成２３年第２回市議会定例会におけ

る一般議案について」ご報告申し上げます。

教育委員会関係の議案は、「大分市教育委員会教育長の退職手

当の額について」の１件でございます。

内容につきましては、前回の本委員会でご説明し、ご決定いた

だいたものでございまして、原案どおり可決、成立しましたこと
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委員長

全委員

委員長

次長兼

を、ご報告申し上げます。

また、前回の本委員会でご質問のありました、本議案の審議で

の教育長の除斥についてでございますが、「地方教育行政の組織

及び運営に関する法律」の第１３条第５項に「一身上に関する事

件等については、その議事に参与することができない。」と規定

されております。しかしながら、調査の結果、この「一身上に関

する事件」とは、「主として人事に関する件であり、報酬の議決

については含まれない」となっておりましたので、ご報告いたし

ます。

以上でございます。

ご質問などありませんか。

（なしとの声）

それでは、次の報告事項の説明を求めます。

次に、報告事項５点目「平成２３年度６月補正予算につい

教育総務課長て」ご報告申し上げます。

本年度の教育費の補正前の予‘算額は、１６８億２，８６４万３

千円でございましたが、６月補正額は、１３億２，５８７万１千

円の増額で、補正後の額は１８１億５，４５１万４千円となって

おります。

内容につきまして」ま、前回の本委員会におきまして、ご説明し、

ご決定いただいたとおりでございます。

続きまして、報告事項６点目「平成２２年度補正予算（平成２

３年３月３１日付市長専決処分）について」ご報告申し上げます。

平成２２年度教育費の補正前の予算額は、１７７億５，０２７

万７千円でございましたが、市長専決処分補正額は、３億２０１

万９千円の減額で、補正後の額は１７４億４，８２５万８千円と

なっております。

内容につきましては、前回の本委員会におきまして、ご説明し、

ご承認いただいたとおりでございます。
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委員長

全委員

委員長

教育部長

委員長

委員

教育部長

委員長

教育部長

委員長

補正予算案は、市全体として原案どおり可決及び承認され、成

立いたしましたことを、ご報告申し上げます。

以上でございます。

ご質問などありませんか。

なしとの声

それでは、次の報告事項の説明を求めます。′

報告事項７点目「平成２３年第２回市議会定例会における質問

・答弁事項について」ご報告申し上げます。

（概要について説明）

以上でございます。

ご質問などありませんか。

わたくしきん，

給食費についてですが、私金と公金とＩま、どう違うのですか。

公金の場合は、保護者の負担金を市の歳入に受け入れて、給食
ｆ

費を歳出で出します。

わたくしきん

私金の場合Iま、給食運営委員会等がお金を集めて、材料を買

って給食を提供していく方法で、市が絡まないということです。

同じことをどうしてこんなに質問するのですか。

代表質問と一般質問は、重複を避けることができると思います

が、一般質問ですと、議員さんが質問の通告書を提出してから順

番が決まりますので、難しいと思います。

津波対策で、学校が子ども達をどう避難させるかということで

すが、この辺りの平地の学校は、どこに逃げるのですか。

教育指導課長非常に難しい問題です。これまで津波に対しての対策は考

えておりませんでした。今後は、県、市の地域の計画を待って、

教育委員会独自のマニュアルを作ろうと考えております。

教育部長実際に、この辺りはどこに避難することになったのかな。

教育指導課長金池小学校では、屋上に避難することになりました。校舎

では、３階以上に上がればだいじょうぶだといわれております。
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ただ、校舎が古いところもありますし、屋上も使われていない状

況もございますので、そこも含めて検討していかなければならな

いと考えております。

委員長他にご質問はございませんか。

全委員（なしとの声）

委員長他に何かありませんか。

次長兼次回の教育委員会及び９月の教育委員会の日程につきまし

教育総務課長て調整をお願いいたします。

委員長

全委員

委員長

全委員

委員長

次回８月の教育委員会は、８月２４日（水）午後３時００分～

でお願いいたします。

９月の教育委員会は、市議会の関係で、１０月１３日（木）午

後３時４０分～でお願いいたします。

なお、この日の教育委員会開催前に、午後２時から学校長との

教育懇談会を開催いたしたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。

ま_た、８月２５日（木）から翌２６日（金）にかけまして、熊

本県熊本市にて第９回九州地区市町村教育委員研修大会が開催予

定となっておりますので、皆様のご出席をよろしくお願いいたし

ます。

なお、本日の会議終了後は、連絡事項等ございますので、少し

お時間をいただきたくお願い申し上げます。

以上でございます。

ご質問などありませんか…

（なしとの声）

他に何かありませんか。

（なしとの声）

これをもちまして、本日の会議を閉会いたします。

（午後４時４７分閉会）
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